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第1章: 桜井未来の夢

第1章: 桜井未来の夢

桜井未来は、いつもと変わらない朝を迎えると、喫茶店の鍵を開けた。店内に漂うコーヒーの香り

と、窓際に差し込む柔らかな朝日が、彼女の心を少しだけ軽くした。店内はまだ静かで、未来はそ

の静寂の中に自分の思考を泳がせるのが好きだった。彼女の頭の中には、いつもタイムトラベルの

夢が渦巻いていた。

「未来さん、おはようございます！」

店の扉が開き、常連客の長谷川結衣が明るい笑顔で入ってきた。彼女はいつも未来の名前を呼ぶと

き、少しだけ意味深な響きを込めているように感じられた。結衣は未来の憧れる、「未来」という

言葉そのものに何か特別な思いを抱いているように思えた。

「おはようございます、結衣さん。今日も来てくれて嬉しいです。」

未来はカウンター越しに結衣に微笑みかけた。結衣は彼女の向かいの席に座ると、すぐに話し始め

た。

「未来さん、今日も未来の話をしましょう。最近、どんなことを考えてるんですか？」

未来は少し考えてから、最近読んだタイムトラベルに関する理論について話し始めた。彼女は、時

間を越えることが可能だと信じて疑わなかったが、現実の喫茶店での生活は、その夢を追う余裕を

与えてはくれなかった。
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「やっぱり、時間を超えるにはものすごいエネルギーが必要なんですよね。でも、もしそれが可能

なら…」

未来がそう話すと、結衣は少しだけ遠い目をして笑った。「未来さんなら、きっとその方法を見つ

けられると思いますよ。」

結衣の言葉には、ただの慰め以上の重みがあった。まるで彼女は、未来がその夢を実現することを

本当に確信しているように聞こえた。

「結衣さんはどうしてそんなに自信があるんですか？」未来は好奇心に駆られて尋ねた。

「うーん、直感ですかね。」結衣は少し曖昧な答えを返しながらも、その目は何かを知っているか

のように鋭く輝いていた。

その会話を聞いていた篠田光が、カウンターの奥から姿を現した。彼はいつもと変わらぬ厳しい表

情で、しかしどこか優しさを感じさせる微笑を浮かべていた。

「未来、今日のシフトは長いから、無理しないようにな。」篠田はそう言うと、彼女の肩を軽く叩

いた。その手は、過去に何かを抱えた者の重みを感じさせるものだった。

「大丈夫です、篠田さん。お客さんと話していると楽しいですから。」

未来は笑顔で答えたが、その心の中では、篠田の過去や結衣の謎に対する興味がますます膨らんで

いた。彼女は、彼らが何か特別な秘密を抱えていることを感じ取っていたが、それが何なのかはま

だ霧の中だった。
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その日の午後、結衣は席を立つ前に、未来に向かって意味深な言葉を残した。「未来さん、いつか

本当に時間を超えられたなら、私に会いに来てくださいね。」

未来はその言葉の意味を深く考えながら、結衣が去っていくのを見送った。彼女の夢は、単なる空

想ではなく、何か現実に繋がる糸口があるのではないかと感じ始めていた。それが、結衣や篠田と

どのように関わっているのかはまだ分からなかったが、未来はその謎を解く鍵を見つけることを心

に決めた。

桜井未来の夢は、少しずつ現実へと形を変え始めていた。彼女の人生は、思いもよらぬ方向へと動

き出そうとしていた。
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第2章: 隠された技術

### 第2章: 隠された技術

午後の喫茶店は、日常と非日常が交差する不思議な空間だった。窓から差し込む柔らかな陽光が、

店内の木製のテーブルに温かな影を落としている。この穏やかな雰囲気の中で、桜井未来はいつも

のようにコーヒーカップを手に、常連客の長谷川結衣と未来について語り合っていた。

「ねえ、未来さん。もし本当に時間を超えられるとしたら、何をしてみたい？」結衣の声には、い

つものように無邪気な興味が込められていた。

「私は…」未来は少し考え込む。「過去に戻って、タイムトラベル技術の開発者に会いたいな。ど

んな思いでそれを作ったのか、直接聞いてみたいの。」

「それは面白そうね。でも、そんな技術を持つ人が現れるのは、まだまだ先のことかもね。」結衣

は意味深な笑みを浮かべた。

その会話を聞き耳に立てていたのは、喫茶店のカウンター内で静かにコーヒー豆を挽いていた篠田

光だった。彼は、おおよそ十年前にタイムトラベル技術を完成させた天才科学者である。しかし、

その技術がもたらす可能性と危険性の狭間で、彼はそれを隠すことを選んだのだった。

それでも、結衣の言葉には何か引っかかるものがあった。篠田は彼女の表情の中に、自分自身の過

去を見透かされたような気がしてならなかった。彼は結衣が未来からの時間旅行者であることに薄

々気づいていたのだ。

Page 5



タイムトラベル喫茶で未来を語る午後

「篠田さん、どうしたの？そんなに深刻な顔をして。」未来がカウンターに近づき、篠田の顔を覗

き込んだ。

「いや、何でもない。ただ、君たちの話を聞いていて思ったことがあるんだ。」篠田は一瞬口をつ

ぐんだが、結局その思いを口に出すことにした。「もし仮に、時間を超えることが可能だとしたら

、それは本当に人々の幸せのためになるのだろうか？」

その問いは、未来と結衣を一瞬沈黙させた。結衣は篠田の視線を真っ直ぐに受け止め、穏やかに微

笑んだ。「それは、使う人次第だと思う。技術そのものが善悪を決めるわけじゃない。」

篠田はその言葉に心を動かされた。彼の過去の選択が改めて試されようとしていることを感じてい

た。過去の失敗、そしてその技術がもたらした悲劇を思い返しながら、彼は改めて考え始めた。も

し再びその技術を日の目にさらしたとき、自分は何をすべきなのか。

「未来、結衣。」篠田は、決意を込めた声で二人に向き直った。「君たちの話を聞いて、少し考え

直したことがある。もし、時間を超える方法が本当にあるとしたら、僕はそれを隠し続けることが

果たして正しいのか…。」

その瞬間、結衣の眼差しが一瞬の驚きと共に変わった。「篠田さん、もしかして…」

篠田は結衣の言葉を遮った。「君がどこから来たか、そして未来への思いを理解したかっただけだ

。」彼は穏やかに微笑むと、カウンターの下から一冊の古びたノートを取り出した。「これは…僕

の研究の一部だ。信用できる人にしか見せたことがない。」

Page 6



タイムトラベル喫茶で未来を語る午後

未来はそのノートを見つめ、心の中で何かが弾けた。これが、彼女がずっと求めていたものなのか

もしれない。結衣もまた、そのノートに込められた思いを感じ取っていた。

「これから、もう一度考え直してみるべきなのかもしれない。」篠田の声には、かつてない決意と

微かな希望が混じっていた。未来と結衣はその言葉に、これからの新たな展開を予感しながら、篠

田の横顔を見つめた。

この小さな喫茶店が、未来への扉を開く鍵となることを、三人は知らずにいた。
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第3章: 時を超える絆

桜井未来は、喫茶店のカウンター越しに長谷川結衣を見つめていた。結衣の口から「時間旅行者」

という言葉が出た瞬間、彼女の心臓は激しく鼓動を始めた。信じられないという気持ちと、ずっと

夢見てきたことが現実となった驚きが交錯する。結衣は微笑みながら、まるで日常会話の一部であ

るかのように話を続けた。

「未来さん、驚くのも無理はないわ。でも、あなたを見ていると、どうしても話さずにはいられな

かったの。だって、あなたの情熱が未来を変える可能性を秘めているから。」

桜井は結衣の言葉に引き込まれ、もっと知りたいという欲求に駆られた。「じゃあ、あなたは未来

のどこから来たの？どうやって戻ってきたの？」

結衣は小さくため息をつき、周囲に誰もいないことを確認してから静かに答えた。「具体的な時間

は言えないけれど、私が来た未来では、あなたが重要な役割を果たしているの。」

そのとき、店の奥から篠田光が現れた。彼は何かを察したように二人に近づき、低い声で言った。

「ここでの話は慎重にしなければならない。壁にも耳があるということを忘れないでくれ。」

篠田の警告に、未来は一瞬身を引き締めたが、同時に彼らの間にある深い秘密の絆を感じ取った。

彼女は結衣の存在が、自分の人生にどれほどの影響を与えるのかを考えずにはいられなかった。

「篠田さん、あなたも何か知っているんですか？」未来は勇気を出して問いかけた。

篠田はしばらくの間黙っていたが、やがて重い口を開いた。「私は、過去にタイムトラベルの技術

を開発したことがある。しかし、その技術は多くの問題を引き起こした。だから封印したんだ。」
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未来はその言葉に耳を傾けながら、自分がどれほど未知の世界に足を踏み入れているのかを痛感し

た。しかし、彼女の中には未だに燃えるような好奇心と冒険心があった。

「でも、今ここにいる三人には何か共通点がある。それを無視するわけにはいかないでしょう？」

結衣は篠田を見つめ、彼の心を探るように言った。

篠田はしばらくの間考え込んだ後、彼らに向かって頷いた。「確かに、私たち三人がここに集まっ

たことには意味があるのかもしれない。過去の失敗を乗り越えるために、もう一度チャンスを与え

られたのかもしれない。」

そこで、未来は決意を固めた。「私たちで何かできることがあるなら、やりましょう。結衣さんの

未来、そして篠田さんの過去を超えて、新しい未来を作るために。」

結衣は微笑みを浮かべ、篠田も静かに頷いた。その瞬間、彼らの間には言葉にできない絆が生まれ

た。それは時を超え、どんな困難も乗り越える力を持っているように感じられた。

三人は、これから訪れるであろう試練に立ち向かう覚悟を決めた。未来の可能性を信じ、過去の失

敗を糧に、新たな道を切り開くために。喫茶店の窓から差し込む午後の日差しが、彼らの決意を優

しく包み込んでいた。
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